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Topics i n KIKAIJIMA

関西学院大学

喜界島の方言を現地調査

関西学院大学（兵庫県）の学生 18 名が、９月

３日から６日まで来島し方言の調査を行った。

同大学は、以前から本町をはじめ奄美群島の方言の

調査を実施している。

　期間中、学生は小野津や荒木、中里、上嘉鉄など

を回り、シチュエーションごとに方言がどのように

変化していくかなどを聞き取り調査を行った。

　学生は今回の調査をまとめた後、報告会を行うこ

ととなっている（広報きかいでもその調査結果を紹

介する予定）。

（公財）海上保安協会

喜禎康祐さんへ感謝状贈呈

100 歳高齢者に記念状贈呈

敬老の日

海上保安庁では７月17日の「海の日」にあたり、

海事関係功労者に対して表彰を毎年実施して

おり、喜禎康祐さんへ感謝状の贈呈式が９月６日役

場で行われた。

　喜禎さんは、公益財団法人海上保安協会奄美支部

の副支部長を多年にわたり担っていることが理由と

なっており、赤松宏樹第十管区海上保安本部次長か

ら喜禎さんへ第十管区海上保安本部長表彰として感

謝状が贈呈された。

　当協会は海上保安活動に係る普及啓発等により、

安全で美しい海を目指す。

国は９月 15 日の敬老の日に合わせ、今年度中に

100歳を迎える高齢者に記念状を贈呈している。

　今年度の本町においての対象者は基岡キヨさん（神

宮）、恵畑セツさん（中里）、碇山シズさん（荒木）、

永東順さん（先内）と美代イシさん（上中）の計５名。

同日、隈崎町長と保健福祉課職員がそれぞれの自宅

や施設を訪問し、記念状と銀杯を手渡した。

　恵畑セツさんは「自分のことは自分で」「庭いじり」

が長寿の秘訣と語った。

碇山　シズさん
大正 12 年 10 月 25 日生

基岡　キヨさん
大正 12 年９月 19 日生

永　東順さん
大正 12 年 12 月６日生

美代　イシさん
大正 12 年 11 月 12 日生

恵畑　セツさん　大正 12 年 10 月４日生
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喜界町長寿会連合会

交流研修会開催

喜界町長寿会連合会（金久誠次会長）は９月15 日、

自然休養村管理センターにおいて交流研修会を

開催し、各集落単位長寿会の会長などの出席があった。

　会では金久会長のあいさつに続き隈崎町長と榮議長

の来賓祝辞の後、研究討議として「単位長寿会の現状

と今後の課題解決策」について、グループごとに分か

れて協議し、グループ内で出た意見を発表しあった。

　そして、太利重隆大島支庁喜界事務所長の「ふるさ

と喜界への思い」と題した講演と、袰
いやたに

谷翔喜界幹部派

出所署長によるうそ電話詐欺等に関する説明がされた

後、会は終了した。

“秋空に　ルールとマナーで　鹿児島路”

秋の全国交通安全運動出発式

秋の全国交通安全運動の出発式が９月 21 日役場

敷地内で行われ、町、警察、交通安全協会、安

全運転管理協議会関係者等の参加で行われた（期間

は９月 21日～ 30 日の 10 日間）。

　式では袰谷翔喜界幹部派出所署長が「交通法令遵

守を周知し、悲しい思いをする人を１人でも減らす事

ができるよう邁進していくので、協力をお願い申し上

げる。」とあいさつを述べた。

　その後、よろこびとの合図

で参加者は交通安全のアナ

ウンスや、のぼり旗設置のた

めに出発した。

平亮太さん　来島

元プロ卓球選手

元プロ卓球選手の平亮太さんが一時帰省し、９

月 23 日町体育館で卓球に励む人たちと交流

した。平さんは羽里出身。現在は正
しょうちふかや

智深谷高校（埼玉）

で卓球部の顧問を務め、2015 年には女子シングル

と女子ダブルスでインターハイ優勝に導いている。

　当日は奥様の令子さん、長

女・鈴
り り あ

莉空さん（小２）と次

女・鈴
り の あ

望空ちゃん（幼稚園年

長）も一緒に参加した。また、

その鈴莉空さんは７月に神戸

で行われた全日本卓球選手権

大会バンビの部（小学２年以

下）において、全試合ストレー

ト勝ちで優勝するほどの実力

で、社会人相手の試合形式で

も、回転のかかった鋭いボー

ルを打ち込んでいた。

　最後に平さんは「島から日

本一・世界一の選手が出てく

る事を期待している。」と子

どもたちにエールを送った。

鈴莉空さん

鈴望空ちゃん
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固定資産税関連のおしらせ
固定資産税は、毎年１月１日時点で町内に固定資産（土地・家屋・償却資産）を

所有している個人および法人に課税されます。以下の場合は役場に届け出、または、
ご連絡をお願いいたします。
▼家屋（住宅・店舗・倉庫など）を「新築」「増改築」「取り壊し」した時
▼土地利用の変更があった場合
　・ 住宅用地に建っている家屋の全部または一部の用途を変更したとき（例：店舗→住

宅など）
　・ 住宅用地の全部または一部を住宅の敷地以外の目的に利用するとき（例：店舗、事

務所など）
▼固定資産所有者が亡くなられたとき
　土地及び登記済の家屋は法務局にて、未登記の家屋は役場にて所有権移転の手続き
をお願いいたします。
　相続登記完了までに時間を要する場合は、固定資産税を管理する方の申請もお願い
いたします。
　また、売買や贈与等で所有者が変更になる場合も法務局及び役場での手続きをお願
いいたします。

問い合わせ：町民税務課（税務・地籍チーム）固定資産税係　☎ 65-3686

うたのおねえさん　ふれあいコンサート （９月５日）うたのおねえさん　ふれあいコンサート （９月５日）

　NHK「おかあさんといっしょ」で、うたのおねえさんを令和４年４月ま
で務めていた小野あつこさん（あつこお姉さん）が来島し、島内の保育園児や、
その保護者とのふれあいコンサートが開催されました。

大きいおともだちも大きいおともだちも

　　　　楽しみました♪ (*^_^*)　　　　楽しみました♪ (*^_^*)
あつこお姉さんあつこお姉さん
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農業振興地域整備計画に係る農業振興地域整備計画に係る
手続きの一時中断について手続きの一時中断について

　令和４年度から令和５年度において、農業振興地域整備計画
の全体見直しを行っています。全体見直しが完了するまでの期
間は、農業振興地域整備計画に係る手続きを一時中断しています。

・農業振興地域整備計画とは
　 　農業振興地域整備計画は、一定の農業地域を保全し、計画的に農

業振興を図るために定めるもので、喜界町では約 2,630ha を農用
地区域にしています。

　 　農用地区域の農地を転用するためには、農業振興課による「農業
振興地域整備計画に係る手続き（除外又は用途変更）」と農業委員
会での「農地転用の手続き」が必要になります。

　 　また、事業を活用する上で、農用地区域内であることが要件の場
合は、農用地区域への編入の手続きを行う必要があります。

・農業振興地域とは
　 　今後相当期間（概ね 10 年以上）にわたって農業振興を図るべき

地域

・農用地区域とは
　 　生産性の高い農地で、農業上の利用を確保すべきものとして指定

された区域

中断期間：
　 　令和４年10月１日～見直し完了（完了予定日：令和６年３月31日）

まで
　※ 農用地区域の土地で農地転用や開発行為を計画されている場合は、

全体見直しが完了後に手続きして頂くようお願いいたします。

問い合わせ・連絡先
　喜界町役場　農業振興課　農政チーム
　〒 891-6292 鹿児島県大島郡喜界町大字湾 1746 番地
　電話：0997-65-3689
　ファックス：0997-65-4316
　メール：eino-g5@town.kikai.lg.jp

5　Kikai Public Relations 2023.10



6



農 業 委 員 会 か ら の お 知 ら せ農 業 委 員 会 か ら の お 知 ら せ
農業委員、農地利用最適化推進委員について農業委員、農地利用最適化推進委員について

　この度、任期満了により新たに 11 名の農業委員が任命され、農地利用最適化推進

委員が５名委嘱されました。

　また、農業委員会の重点業務である、農地等利用の最適化の推進等を図ってまいり

ます。

　農地の利用についてご相談等ございましたらお気軽にお声かけ下さい。

　任期：令和５年７月 20 日～令和８年７月 19 日（３年間）

農地パトロール（利用状況調査）について農地パトロール（利用状況調査）について

　農業委員会の運動的取り組みとして、毎年１回、８月以降に喜界町全農地を対象とする「利

用状況調査」を行っております。

　各担当地区の農業委員・農地最適化推進委員を中心とし、地域の農地利用の総点検を行

います。

　内容としては、①遊休農地の実態把握と発生防止・解消、②農地の違反転用発生防止対

策等を重点的に取り組むこととしております。

　町民の皆様のご協力よろしくお願いいたします。

農業委員の方々 農地利用最適化推進委員の方々
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令和５年　秋の火災予防運動令和５年　秋の火災予防運動

2023 年度全国統一防火標語

「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」

○目的
　火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防意識の一層の

普及を図る事で、火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の

発生を減少させるとともに、被害を最小限にとどめ、命と財産の損失

を防ぐことを目的として火災予防運動を実施しています。

○実施期間
　令和５年 11 月９日（木）～令和５年 11 月 15 日（水）まで

○実施内容
　・防災無線での火災予防広報（８・９日）

　・島内一周火災予防パレード（９日）

　・街頭チラシ配布（11・12 日）

　・幡、横断幕による火災予防広報（９～ 15 日）

　・高齢者防火訪問（14 ～ 15 日）

○その他
　空気の乾燥や暖房機器の使用などによって、冬から春にかけて火災

発生の可能性が高まります。特にたばこをたしなむ方、冬から春にか

けてストーブやコンロを頻繁に使う方は要注意です。自宅と生活を守

る為にも、火事の原因や予防法を知り今のうちに対策をしましょう。

　ご不明な点がございましたら消防署までお問い合わせください。

○問い合わせ先
　喜界消防分署　予防係

　☎ 0997-65-3311
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20～69歳の日本国籍をお持ちの方にご参加いただけます。
これまでに5万5000人を超える方々にご参加いただいています。

参加
条件

開発途上国の、主に学校や病院などの公的機関に配属されて活動に取り
組みます。これまでに協力隊員が活動した国は99か国にのぼります。

活動
場所

派遣国からの要請に基づき、現地の課題の解決に向けた活動に取り組み
ます。協力隊員の活動職種はさまざまで、180以上にのぼります。

活動
内容

派遣期間は1～2年間。派遣前には70日間程度の訓練もあります。
また、派遣期間が1～11か月の短期派遣もあります。

派遣
期間

参加費等をお支払いしていただくことはありません。
渡航費や生活費などの必要な費用もJICAがご負担いたします。

費用
負担

毎年、春と秋の2回、参加者の募集を行い、選考により候補者を決めます。
短期派遣は別途、年に数回、参加者の募集・選考を行います。

参加
方法

JICA海外協力隊とは？
開発途上国の経済・社会の発展または復興に向けた活動に取り組んでいただく事業です。

YouTube Facebook X Instagram

JICA海外協力隊 公式ウェブサイト & 公式SNS[                                                  ]

ウェブサイト
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※　％については、端数処理により合計と合わない場合があります。

※　％については、端数処理により合計と合わない場合があります。

喜界町の家計簿

　令和 4 年度の歳入総額は、一般会計と特別会計
の連結決算で 94 億 9,387 万７千円（対前年比
９億 3,712 万４千円減）、歳出総額は 92 億 7,391
万９千円（対前年比約９億 216 万９千円減）となっ
た。一般会計で見ると歳入総額は 71 億 4,740 万
円（対前年比約９億 6,988 万１千円減）。歳出総
額は 69 億 6,970 万８千円（対前年比約９億 4,746
万２千円減）となった。

令和４年度

町税･･･町民税や軽自動車税、固定資産税など。
分担金及び負担金 ･･･ 町の行う事業によ
り利益を受けるものから、その受益を限
度として賦課徴収するもの。
使用料及び手数料 ･･･ 公営住宅の家賃や
住民票などの証明書発行のために納めら
れるもの。
財産収入 ･･･ 教員住宅の家賃や町所有の
土地の地代など。
地方交付税 ･･･ 地方公共団体が等しく行
政サービスを提供することができるよう、
国が配分するもの。
町債 ･･･ 町が行う公共事業などの財源と
して、国などから借りたもの。
国庫支出金 ･･･ 町が行う特定の事業に対
して、国から交付されるもの。
県支出金 ･･･ 町が行う特定の事業に対し
て県から交付されたもの。
地方譲与税 ･･･ 国税として徴収され、一
定の基準により国から地方公共団体に交
付されるもの。
地方消費税交付金 ･･･ 地方消費税の一部

を人口などにより按
あんぶん

分されて国から交付
されるもの。

議会費 ･･･ 議員の報酬など、議会運営に使わ
れたもの。
総務費 ･･･ 国や地方自治体の歳出で公務員の
給与などに使われたもの。
民生費 ･･･ 高齢者や障害者、子どもの福祉な
どに支出されたもの。
衛生費 ･･･ 健康増進、疾病予防、環境保全、
清掃などに使われたもの。
農林水産業費 ･･･ 農業、畜産業、水産業など
の振興に使われたもの。
商工費 ･･･ 商業、観光の振興などに使われた
もの。
土木費 ･･･ 道路や公園、公営住宅の建設など
公共事業・土木事業等に利用されたもの。
消防費 ･･･ 消防署や消防団の運営など、消防
活動や救急活動に使われたもの。
教育費 ･･･ 公立学校の運営管理や施設設備、
生涯学習の推進などに使われたもの。
災害復旧費 ･･･ 台風や大雨などの災害により被
害を受けた道路・農道等の復旧に使われたもの。
公債費 ･･･ 公共事業などの財源として借りた
公債の償還や利子の支払いに使われたもの。

町の財政事情をお知らせします！

歳出歳出

歳入歳入
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◎主な財政用語
財政力指数 ･･･ 財政力を示す指標。数値が高いほど財政
力が強いとされ、１を超えると、普通交付税が交付され
ない。また、指数が１以下の団体であっても、１に近い
団体ほど財源に余裕があるといえる。
実質収支比率 ･･･ 歳入から歳出を引いた額（形式収支）
から、翌年に繰り越すべき額を控除した決算額を実質収
支といい、標準財政規模に対する実質収支額の割合を実
質収支比率という。実質収支が黒字の場合はプラスとな
り、赤字の場合はマイナスとなる。

主な財政指数

区分 R4 R3 増減（R4-R3)

財政力指数 0.16 0.16 0

実質収支比率 2.5 2.2 0.3

経常収支比率 83.6 78.1 5.5

財政調整基金積立金 17 億 3,862 万 18 億 4,133 万 ▲ 1 億 271 万

地方債残高 70 億 4,460 万 74 億 494 万 ▲ 3 億 6,034 万

実質公債費比率 10.2 9.8 0.4

将来負担比率 0.0 0.0 0.0

一般会計の収支状況

年　度　
　区　分　 R4 R3

増減

(R4-R3)

歳入総額 Ａ 7,147,400 8,117,281 ▲ 969,881

歳出総額 Ｂ 6,969,708 7,917,170 ▲ 947,462

形式収支額（Ａ－Ｂ） Ｃ 177,692 200,111 ▲ 22,419

翌年度への繰越 Ｄ 74,709 106,194 ▲ 31,485

実質収支（Ｃ－Ｄ） Ｅ 102,983 93,917 9,066

単年度収支②－① Ｆ 9,066 4,400 4,666

積立金 Ｇ 297 1,044 ▲ 747

繰上償還金 Ｈ 0 0 0

積立金取崩し額 Ｉ 150,000 0 150,000

実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ－Ｉ） ▲ 140,637 5,444 ▲ 146,081

令和 4 年度の主な事業

経常収支比率 ･･･ 経常的経費（人件費、物件費、扶助費、
公債費、補助費等などのうち臨時的なもの除いた経費）
のために経常一般財源（町税、地方交付税、地方譲与税
の使途が特定されないもの）がどれだけ充当されたかを
示す比率を表したもの。比率が低いほど財政構造は弾力
性がある（臨時的支出や町単独事業に柔軟に対応できる）。
財政調整基金積立金 ･･･ 予期しない収入の減少や災害の
発生等による思わぬ支出の増加に備え、財源に余裕のある
年度に積立金を行うもの。一般に地方自治法第 241 条に基
づく基金の形で行われる。家計でいうと貯金のようなもの。
地方債残高 ･･･ 地方公共団体が資金調達のために負担す
る債務（町の借金）の残高で、借入期間が１年を超えるもの。
実質公債費比率 ･･･ 収入に対する借入金返済額の比率を
示す。従来の起債制限比率には反映されなかった一般会
計から特別会計への繰出金も含まれる。18％を超えると
起債の際には県の許可が必要となり、25％を超えると起
債が制限され、財政健全化計画を定めなければならない。
財政の健全度を測る上で重要な指標。
将来負担比率 ･･･ 将来の収支や実質的な負債を捉えた指
標。負担を将来に先送りすること等により将来的に財政
悪化が生じないようにするため、財政健全化法において
規定されている。350％を超えると健全化計画を策定し、
財政の健全化を図る必要がある。

◆令和４年度末地方債（借金）

　昨年度は新たに 4 億 6,014 万

7 千円を借入れ、元金 8 億 2,047

万 7 千円を返済した。起債残高は

70 億 4,460 万 7 千円（一般会計）。

◆令和４年度末基金（貯金）

昨年度は 4 億 2,166 万 4 千円

を積立て、1 億 6,077 万 6 千円を

取崩し、基金残高は 40 億 9,413

万 6 千円となった（一般会計）。

地方債・基金の状況（単位：千円）

歳出決算額

内　訳 収入済額 支出済額 差引残額

決  算  総  額 9,493,877 9,273,919 219,958

一  般  会  計 7,147,400 6,969,708 177,692

 特  別  会  計 2,346,477 2,304,211 42,266

国民健康保険
（事業勘定）

1,014,925 1,005,766 9,159

国民健康保険
（直診勘定）

30,978 30,978 0

介護保険事業 903,357 870,692 32,665

後期高齢者医療事業 128,842 128,400 442

農業集落排水事業 76,876 76,876 0

公共下水道事業 191,499 191,499 0

（単位：千円）

総務費…新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業
　〃　…条件不利性改善事業（航路・航空路運賃運賃軽減事業等）
民生費…住民税非課税世帯等臨時特別給付金支給事業費
　〃　…電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支給事業
衛生費…最終処分場整備事業
農林水産業費…奄美農業創出支援事業
商工費…コワーキング施設等整備事業
土木費…道路新設改良費
　〃　…地域住宅交付金事業
教育費…埋蔵文化財発掘調査業務民間委託料
民生費…出産祝金
衛生費…焼却灰搬出処理委託料
農林水産業費…地域園芸活性化事業補助金
消防費…消防関係車両購入費
教育費…スクールバス運行委託料
　〃　…学校給食調理等業務委託料
※青色で標記している事業は補助事業

２億 6,795 万円

3,871 万円

2,356 万円

7,008 万円

8,766 万円

7,180 万円

8,499 万円

8,992 万円

１億 2,981 万円

8,499 万円

957 万円

639 万円

1,790 万円

3 億 5,310 万円

4,452 万円

3,057 万円 公営企業会計
（法適用企業）

事業収益 事業費用 本年度純利益

水道事業会計 488,423 469,067 19,356
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☎

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

体
に
合
わ
せ
て
、
楽
し
い

体
に
合
わ
せ
て
、
楽
し
い

　

「運
動
の
秋
」
に
し
ま
し
ょ
う

　

「運
動
の
秋
」
に
し
ま
し
ょ
う

　

朝
、
夕
と
涼
し
く
な
り
、
心
地

よ
く
運
動
で
き
る
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
ね
。
学
校
や
町
の
運
動

会
な
ど
で
も
、
体
を
動
か
す
機
会

が
増
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
張
り
切
っ
て
運
動

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
突
然
の
運

動
は
体
を
傷
め
た
り
ケ
ガ
に
つ
な

が
っ
た
り
し
ま
す
。
特
に
普
段
運

動
習
慣
が
な
い
方
は
注
意
が
必
要

で
す
。
い
ざ
運
動
を
す
る
と
、
自

分
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
筋
力
が
低

下
し
て
お
り
、
ケ
ガ
を
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
予
防
の
た
め
に
も

準
備
体
操
し
て
、
筋
肉
を
ほ
ぐ
し

て
か
ら
始
め
て
下
さ
い
ね
。
ま
た
運

動
後
は
整
理
体
操
を
す
る
と
、
筋

う
か
。
見
慣
れ
た
風
景
で
も
、
歩

い
て
み
る
と
違
う
景
色
が
見
え
て

き
ま
す
。
写
真
を
撮
っ
て
み
る
、
夕

焼
け
や
夜
空
を
見
な
が
ら
歩
い
て

み
る
な
ど
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
歩
い

て
み
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
難

し
く
と
ら
え
ず
、
気
分
転
換
も
兼

ね
て
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
運
動
に
抵
抗
が
あ
る
方

は
、
い
つ
も
よ
り
少
し
動
い
て
み
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

長
時
間
座
っ
て
い
る
と
、
血
液
の
流

れ
が
滞
っ
て
し
ま
い
、
血
栓
を
作
り

や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
仕
事

や
家
事
の
合
間
に
、
こ
ま
め
に
動

く
よ
う
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ご
自
身
の
体
に
合

わ
せ
て
、
運
動
の

秋
を
楽
し
ん
で
下

さ
い
ね
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

定
期
予
防
接
種
が

　

定
期
予
防
接
種
が

　
　

始
ま
り
ま
す

　
　

始
ま
り
ま
す

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
過
去
２

年
間
、
日
本
国
内
で
の
流
行
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
季

節
外
れ
の
流
行
を
み
せ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
症
予
防
や
重
症
化
防
止
に

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

任
意
予
防
接
種
費
用
の

　

任
意
予
防
接
種
費
用
の

　
　

助
成
に
つ
い
て

　
　

助
成
に
つ
い
て

肉
の
痛
み
が
和
ら
ぎ
、
回
復
が
促

さ
れ
ま
す
よ
。

　

運
動
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
け

ど
、
な
か
な
か
取
り
組
め
な
い
方

へ
。
お
す
す
め
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
左
に
挙
げ
て

い
る
よ
う
な
、
体
に
よ
い
効
果
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

・
筋
力
や
骨
の
増
強

　

・
中
性
脂
肪
や
血
糖
値
が
低
下

し
や
す
く
な
る

　

・
精
神
の
安
定
や
安
心
感
を　

も
た
ら
す
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が

促
さ
れ
る

　

・
良
い
睡
眠
が
と
り
や
す
く
な
る

　

そ
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け

る
こ
と
で
、
体
重
の
減
少
や
高
血

圧
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
は
、「
続

け
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。
無
理

せ
ず
、
短
時
間
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

時
間
が
と
れ
る
方
は
、
散
歩
か

ら
始
め
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

・
良

なな
る
な
る
ななな続続続 す

【
対
象
者
】

　

生
後
６
か
月
～
小
学
校
６
年
生

で
接
種
時
に
喜
界
町
に
住
民
票
の

あ
る
方

【
費
用
】

　

１
回
の
接
種
に
つ
き
、
公
費
負

担
１
，
６
５
０
円
を
町
が
医
療
機

関
へ
支
払
い
ま
す
。
差
額
分
は
自

己
負
担
（
子
ど
も
医
療
費
対
象
外
）。

１
人
２
回
ま
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

小
児
予
防
接
種
は
、
病
院
の
予

診
票
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

★
実
施
期
間

　

開
始
時
期
は
ワ
ク
チ
ン
入
荷
状

況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
各
医
療

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
島
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る

　

場
合
も
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

（
令
和
６
年
２
月
29
日
ま
で
）

予
防
接
種
の
効
果
は
、
接
種
後

２
週
間
か
ら
５
か
月
程
度
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
格
的
に
流
行
し

始
め
る
前
に
、

早
め
に
予
防

接
種
を
し

て
免
疫
を
つ

け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

喜
界
町
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
喜
界
町
に
住
民
票
の
あ
る
満
65

歳
以
上
の
方
（
令
和
５
年
９
月

30
日
現
在
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
不
全
等

の
病
気
で
身
障
手
帳
１
・
２
級

を
お
持
ち
の
方

【
費
用
】

公
費
負
担
２
，
７
５
０
円
を
町

が
医
療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
。
差

額
分
が
自
己
負
担
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
自
宅
に
届

い
て
い
る
問
診
票
を
ご
記
入
の

上
、
接
種
時
に
医
療
機
関
へ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
65
歳
未
満
の
方
も
全
額
自
己
負

担
で
接
種

す
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。
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喜界高校体育大会喜界高校体育大会
９月３日９月３日

喜界中体育大会喜界中体育大会
９月 10 日９月 10日
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早町小運動会早町小運動会
９月 24 日９月 24日

この日が60歳の誕生日だった長田校長この日が60歳の誕生日だった長田校長

喜界小運動会喜界小運動会
10月１日10月１日
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Thank you
SOLD OUT!!

20



　農業振興課の各種事業等のお問い合わせ先につ
いて、下記のように取りまとめましたので、お気
軽に相談して下さい。
　また、不明な点がありましたら、農政チームに
お問い合わせ下さい。

※各品目においては、営農指導等も行っております。※各品目においては、営農指導等も行っております。
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公
民
館
講
座
紹
介

公
民
館
講
座
紹
介

　

今
月
は
、
公
民
館
講
座
の
活
動
状
況
を
紹

介
し
ま
す
。

　

初
め
に
「
ま
ち
づ
く
り
学
習
会
教
室
」
で

す
。
令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
講
座
で
月

１
回
、
第
４
土
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
集
ま

り
、
地
域
活
性
化
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
学

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
２
日
に
は
、
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
の
実

践
活
動
の
場
と
し
て
、
講
師
で
あ
る
三
浦
輝

久
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
「
喜
界
い
ど
ば
た

お
茶
会
」
主
催
の
衣
類
バ
ン
ク
に
参
加
し
ま

し
た
。
受
講
生
か

ら
は
「
参
加
者
の

善
意
が
人
か
ら
人

へ
と
、
ど
ん
ど
ん

繋
が
っ
て
い
く
い

く
光
景
に
気
持
ち

が
温
か
く
な
り
ま

し
た
。」
と
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
三
浦
さ
ん
は
「
こ
の
講
座
が
気
軽

に
話
せ
る
仲
間
づ
く
り
の
場
に
な
れ
ば
と
開

講
し
た
。
多
く
の
人
と
人
と
が
繋
が
り
助
け

合
っ
て
生
き
て
い
け
る
『
ま
ち
』
で
あ
る
こ
と

が
願
い
で
す
。」
と
想
い
を
語
り
ま
し
た
。
ま

ち
づ
く
り
や
衣
類
バ
ン
ク
に
関
心
の
あ
る
方
は

電
話
０
９
０
（
８
６
６
６
）
８
８
６
８
、三
浦

さ
ん
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

次
に
「
大
工
教
室
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
り
今
年
度
で
８
年

目
を
迎
え
て
い
る
講
座
で
す
。
月
１
回
、
第
３

土
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
棚
作
り
が
テ
ー
マ
で
、
の
こ
ぎ

り
や
金
づ
ち
等
、
自
前
の
大
工
道
具
で
講
師

の
芳
悦
雄
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
完
成
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
受
講
生
の
中
に
は

開
講
以
来
ず
っ
と
受
講
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
ベ
テ
ラ
ン
の
受
講
生
は
講
師
の
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
経
験
の
浅
い
受
講
生
を
手

伝
い
、
受
講

生
同
士
で
は

協
力
し
合
い

な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る

姿
が
印
象
的

で
し
た
。

令
和
５
年
度
公
民
館
講
座
し
ま
ゆ
み
た
語
ろ
う
会
教
室
　

し
ま
ゆ
み
た
歌
会
受
講
生
作
品

令
和
５
年
度
公
民
館
講
座
し
ま
ゆ
み
た
語
ろ
う
会
教
室
　

し
ま
ゆ
み
た
歌
会
受
講
生
作
品

　　
　

お
題
「
あ
と
ぅ
さ
（
暑
い
）」

　
　

お
題
「
あ
と
ぅ
さ
（
暑
い
）」

【
自
由
歌
】

【
自
由
歌
】

かか数

ち

ゃ

ん

数

ち

ゃ

ん

ず
ち
ゃ
ん

ず
ち
ゃ
ん　

わわ私

は

私

は
の
ー
の
ー　

はは八

十

歳

だ

よ

八

十

歳

だ

よ

ち
じ
ゅ
ー
ど
ー

ち
じ
ゅ
ー
ど
ー　

ほほ嬉

し

い

ね

嬉

し

い

ね

ー
ら
さ

ー
ら
さ　

ははあ

～

あ

～
げ
ー
げ
ー　

ああ疲

れ

た

疲

れ

た

ん
ま
さ

ん
ま
さ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ああ暑

く

て

暑

く

て

と
ぅ
さ

と
ぅ
さ　

だだ体

が

だ

る

い

体

が

だ

る

い

る
さ
や
ー

る
さ
や
ー　

ススス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で

ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で

ギ
ラ
じ

ギ
ラ
じ　

うう泳

ぎ

た

い

泳

ぎ

た

い

ー
ぎ
ぶ
さ

ー
ぎ
ぶ
さ 

（
中
文
子
）

（
中
文
子
）

【
短
歌
（
五
・
七
・
五
・
七
・
七
）】

【
短
歌
（
五
・
七
・
五
・
七
・
七
）】

かか子
や
子
や

　

まま孫
が
帰
省
し

孫
が
帰
省
し

ぐ
ー
ち

ぐ
ー
ち　　
　
　

ひひ毎

日

毎

日

ん
び
ん

ん
び
ん　

うう海

へ

海

へ

み
か
ち

み
か
ち　　
　
　

ははあ

ら

～

あ

ら

～
げ
ー
げ
ー　

くく
真
っ
黒
に
日
焼
け

真
っ
黒
に
日
焼
け

る
さ
る
さ　

　
　
　
　

　
　
　
　

ああ泳

ぐ

の

泳

ぐ

の
み
り
み
り　

じじ上

手

だ

ね

上

手

だ

ね

ょ
ー
ず
じ
ゃ

ょ
ー
ず
じ
ゃ　　
　
　

ままま

た

ま

たたた　

やや来
年
も

来
年
もにに　

くくお
い
で
ね

お
い
で
ね

ー
よ
ー
よ 

（
奥
粂
子
）

（
奥
粂
子
）

かか朝

早

く

か

ら

朝

早

く

か

ら

ん
ま
か
ら

ん
ま
か
ら　　
　
　

ひひみ

ん

な

で

み

ん

な

で
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が

ぃ
ん
と
ー
ぬ

ぃ
ん
と
ー
ぬ　　
　
　

おお青

い

な

ぁ

青

い

な

ぁ

ー
さ
や
ー

ー
さ
や
ー　

にに
今今ゃ

ー
ゃ
ー　　
　
　

ふふこ

こ

ま

で

で

こ

こ

ま

で

で

ま
ま
で
ぃ
じ

ま
ま
で
ぃ
じ

　
　

な夏

の

と
ぅ
ぬ

う終

わ

り

わ
い
じ
ゃ　　

へ早

か

っ

た

で

す

ね

ー
さ
れ
ー
た
ん
で
ん
ど
ー

（
嶺
田
玲
子
）
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Information from town 

町からのおしらせ

保健福祉課からのおしらせ
 「公的年金の令和６年分扶養親族等申
告書の提出」について

選挙管理委員会からのおしらせ
 令和６年度の「裁判員候補者」又は「検
察審査員候補者」に選ばれた皆さんへ

　公的年金について源泉徴収の対象となる方へ、

日本年金機構から「令和６年分扶養親族等申告

書」が９月中旬より順次発送されています。期

限内の提出をお願いします。

※同封のリーフレットを参照してご記入ください。

※ 令和６年２月以降にお支払いする年金から源

泉徴収される所得税について、配偶者控除や

各種控除を受ける際に必要な申告書です。

●送付対象者

老齢年金や退職年金の受給額が以下に該当する

方。

・65 歳未満の方：108 万以上

・ 65 歳以上の方：158 万以上（退職共済年金

JR･JT･NTT･ 農林共済の受給者で、老齢基礎

年金を受給の方は、退職共済年金額が 80 万

円以上）

●次の方は扶養親族等申告書の提出は不要

・ 受給者本人が障害者やひとり親等に該当せず、

控除対象となる配偶者又は扶養親族、退職手

当を受ける見込みの配偶者や扶養親族がいな

い方。

・ 在職中で、給与の扶養控除申告書で各種控除

を申告する方。

・ 年金の源泉徴収段階で人的控除の適用を受け

ず、翌年の確定申告により控除を受ける方。

●申告書の電子申請サービスの開始

　送付された令和６年分扶養親族等申告書に、

電子申請を案内するリーフレットが同封されて

いますので、利用方法等ご確認ください。

●問い合わせ先

　役場保健福祉課国民年金係　☎ 65-3685

　奄美大島年金事務所　☎ 52-4341

　それぞれの候補者は、選挙権を有する県民の

中からくじで選定されます。選定された候補者

の方へは、11 月中旬ころに「裁判員候補者名

簿への記載のお知らせ」又は「検察審査員候補

者名簿への記載のお知らせ」が届きます。

　国民が司法に参加する二つの制度です。ぜひ、

御協力ください。

　なお、わからないことがありましたら、それ

ぞれの問い合わせ先へお尋ねください。

【問い合わせ先】

　裁判員…鹿児島地方裁判所刑事部　裁判員係

　　　　　☎ 099-222-7157

　検察審査員…鹿児島検察審査会事務局

　　　　　　　☎ 099-808 － 3719

鹿児島労働局からのおしらせ
 「最低賃金改定」について

　鹿児島県最低賃金が、令和５年 10 月６日か

ら時間額「 」に改正されました。

　この最低賃金は、臨時、パート、アルバイト

などすべての労働者に適用され、使用者は、最

低賃金額以上の賃金を支払わなければなりませ

ん。

　また、特定の産業の労働者と使用者に適用さ

れる特定（産業別）最低賃金は、高い方の最低

賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。

【問い合わせ先】

　鹿児島労働局賃金室　☎ 099-223-8278

　又は最寄りの労働基準監督署署
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９月 23 日から 26 日にかけて日
置市にある伊集院高校の女子バ
スケットボール部が合宿で来島
し、24 日は島内の小中高生と一
緒に練習を行い交流しました

また　うも～りよ～（また来てね）また　うも～りよ～（また来てね）

伊集院高校女子バスケットボール部合宿伊集院高校女子バスケットボール部合宿
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９
月
３
日
、
町
体
育
館
で
幼
児
向
け
に

リ
ズ
ム
運
動
や
か
け
っ
こ
の
練
習
を
し
た

後
、
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
と
題
し
て
ミ
ニ
縁
日

を
行
い
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
・

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
・
水
鉄
砲
射
的
・
輪
投
げ
な
ど
、

日
ご
ろ
体
験
で
き
な
い
縁
日
気
分
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
24
名
。　

　

９
月
17
日
４
年
ぶ
り
に
ダ
ッ
シ
ュ
王
選
手

権
＆
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
開
催
さ
れ
、

３
歳
か
ら
58
歳
ま
で
の
１
０
８
名
が
健
脚
を

競
い
合
い
ま
し
た
。優
勝
者
は
次
の
通
り
で
す
。
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赤連ユミタ編

はぎぃ！ゆたさやー。わんむ うたわやー。
（あら！いいな～。私も歌うよ♪）

あの日あの頃

ゆー  ち くりたやー。まっちゅたんどー。
（よく来てくれたね。待っていたよ。）

あっしばー  あさばなーから うたわぁやー。
（それじゃ  朝花節から歌おう。）

あじー  まぁりまぁりじゃやー。
げんきでんな。
（じーちゃん お久しぶりだねー。
 元気ですか？）

すーや  いっすに うたあすびしろー。
ぬーから うたおうか。
（今日は一緒に唄遊びをしよう。
  何から歌おうか？）

げん
（じー
 元気

すー
ぬー

昔
、
テ
レ
ビ
や
車
も
な
い
時
代
に
曾
祖
父
や
曾

祖
母
、
も
っ
と
古
い
時
代
の
ご
先
祖
達
は
皆
が
集

ま
っ
た
時
に
三
味
線
を
弾
き
な
が
ら
唄
遊
び
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
男
女
が

即
興
で(

そ
の
時
代
の
出
来
事

な
ど)

掛
け
合
い(

唄
で
言

葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル)

を
し
た
こ
と
が
唄
遊
び
の

始
ま
り
で
す
♪

奄
美
大
島
シ
マ
唄
集
よ
り

男
女
が

来
事

言 奄
美
大
島
シ
マ
唄
集
よ
り

ユミタ指導：愛島盛蔵・フデ子さん 中央公民館新館落成祝賀会 シマ唄･三味線演奏
                         昭和 58 年 5月 4日

喜界町中央公民館 歴史民俗資料室

八月踊り ( 中央公民館新館建設前 )　
　　　　 昭和 50 年代

～うやふじぬ想いをつなぐ～

・・

どーどーど 。。
）））

ぁやぁやぁやーーー。ー。

はぎはぎはぎぃぃぃ
（（あらあらら（（（

ははは
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町民税務課からのお知らせ

～全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間～

　女性をめぐる様々な人権問題の解決を図ることを目的として、「女性の人権ホッ
トライン」強化週間を実施します。相談内容は問いません。相談には法務局職員
または人権擁護委員が応じ、秘密は厳守されます。

１　実施機関
　　鹿児島地方法務局

　　鹿児島県人権擁護委員連合会

２　実施日時等
（1）期　間　令和５年 11 月 15 日（水曜日）から

令和５年 11 月 21 日（火曜日）まで

（2）時　間　平日　午前８時 30 分～午後７時まで

土曜日・日曜日・祝日　午前 10 時～午後５時まで

※ただし、土曜日・日曜日・祝日においては、福岡法務局人権擁護部が

一括して対応します。

３　電話番号
　鹿児島地方法務局

　　全国共通ダイヤル　０５７０－０
ゼロナナゼロのハートライン

７０－８１０
　　（ＩＰ電話からは接続できません。）

４　問合せ先
　鹿児島地方法務局人権擁護課　☎ 099-259-0684

人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもるくん　人ＫＥＮあゆみちゃん

令和６年『喜界町はたちのつどい』参加申込　受付中令和６年『喜界町はたちのつどい』参加申込　受付中

期　日：令和６年１月２日（火）　午後１時～
※受付は 12 時 30 分から

会　場：自然休養村管理センター

対　象：平成 15 年４月２日～平成 16 年４月１日生まれの方

申　込：令和５年 11 月 30 日（木）まで
 教育委員会生涯学習課（中央公民館内）
※土日祝日を除く　午前８時 30 分～午後５時
☎ 0997-65-0229
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サンゴ通信
喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　　科学研究所　　　　科学研究所

№６５№６５

　

８
月
末
か
ら
９
月
の
頭
は
喜
界
島

で
多
く
の
大
学
生
・
大
学
院
生
の
実

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。〝
喜
界
島
建
築

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
〝
と
〝
北
海
道

大
学
・
名
古
屋
大
学
合
同
実
習
〝
の

様
子
を
お
届
け
し
ま
す
！

建
築
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施
！

建
築
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施
！

　

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
と

ガ
ラ
ー
ジ
ュ
に
よ
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
１
０
０
年
か
け
て
劇
場
を
つ

く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
建
築
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
質

学
的
・
海
洋
学
的
な
時
間
・
空
間
の

ス
ケ
ー
ル
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
島

に
根
付
く
サ
ン
ゴ
礁
文
化
を
１
０
０

年
後
に
残
す
と
い
う
こ
と
を
、
常
に

そ
の
時
々
の
人
た
ち
が
考
え
続
け
ら

れ
る
場
を
つ
く
っ
て
い
く
為
に
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
建
築
学
生
が
調
査

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
初
日
は
サ
ン

ゴ
の
石
垣
や
ウ
リ
ガ
ー
を
見
学
し
、

午
後
に
は
第
一
地
下
ダ
ム
の
見
学
を

し
ま
し
た
。
２
、３
日
目
は
サ
ン
ゴ
研

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ジ
オ
ツ
ア
ー
へ
行

き
ま
し
た
。
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
後
、
上

喜
鉄
の
湧
水
を
地
元
の
方
々
に
ご
案

内
し
て
頂
き
ま
し
た
。
湧
水
ま
で
の

手
入
れ
さ
れ
た
道
や
、
湧
水
の
つ
く

り
だ
す
風
景
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

３
日
目
の
午
後
は
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
農

業
チ
ー
ム
で
は
、
ゴ
マ
農
家
の
方
の

畑
で
農
作
業
を
さ
せ
て
頂
き
、
神
社

チ
ー
ム
は
様
々
な
神
社
を
巡
り
な
が

ら
充
実
し
た
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
農
作
業
や
湧
水
の

ご
案
内
な
ど
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
３
月
に
も

調
査
を
実
施
予
定
で
す
。
サ
ン
ゴ
の

石
垣
や
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
、
そ
し
て

今
回
出
会
っ
た
皆
様
と
ま
た
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
調
査
に

励
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
慶
応
義
塾
大
学
・
原
田
）

大
学
合
同
実
習
の
ひ
と
こ
ま
：

大
学
合
同
実
習
の
ひ
と
こ
ま
：

　
　

は
て
ぃ
と
ぅ
の
う
っ
か
ー

　
　

は
て
ぃ
と
ぅ
の
う
っ
か
ー

　
　
　
　
　

（
上
嘉
鉄
の
湧
水
）

　
　
　
　
　

（
上
嘉
鉄
の
湧
水
）

　

上
嘉
鉄
東
の
う
っ
か
ー
を
草
刈
り

し
た
か
ら
見
に
来
ま
せ
ん
か
？
と
お

誘
い
を
い
た
だ
い
て
、
二
つ
返
じ
で
大

学
院
生
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み

込
み
、
み
ん
な
で
見
に
行
き
ま
し
た
。

　

ガ
ジ
ュ
マ
ル
が
生
い
茂
る
道
を
登

る
と
、
小
さ
な
滝
壺
の
よ
う
な
池
が

あ
り
、
そ
の
脇
に
水
神
と
書
か
れ
た

石
碑
が
あ
り
ま
す
。
水
神
様
の
横
に

は
黄
金
色
の
モ
コ
モ
コ
し
た
ト
ゥ
フ
ァ

の
上
を
サ
ラ
サ
ラ
と
透
明
な
水
が
流

れ
て
い
て
、
夏
の
暑
さ
を
忘
れ
る
よ

う
な
場
所
で
し
た
。

　

ト
ゥ
フ
ァ
（
ｔ
ｕ
ｆ
ａ
）
は
淡
水

成
の
炭
酸
塩
堆
積
物
で
、
喜
界
島
の

う
っ
か
ー
や
滝
の
麓
に
は
よ
く
見
ら

れ
ま
す
。
石
灰
岩
の
中
を
通
っ
て
き

た
水
が
、
湧
き
出
た
時
に
二
酸
化
炭

素
分
圧
が
下
が
り
、
溶
け
て
い
た
石

灰
が
堆
積
し
て
で
き
ま
す
。
上
嘉
鉄

東
で
は
、
高
さ
10
ｍ
も
の
ト
ゥ
フ
ァ

が
み
ら
れ
、
美
し
い
石
灰
棚
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
、
上
流
の
そ
ば
に
あ
る
二

つ
の
大
き
な
貯
水
槽
に
溜
め
ら
れ
た

水
は
各
家
庭
に
水
道
と
し
て
、
つ
な

が
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

シ
チ
ャ
ミ
（
節
浴
）
を
す
る
時
に

も
う
っ
か
ー
の
水
が
利
用
さ
れ
、
子

ど
も
の
７
歳
に
な
る
と
頭
に
お
米
を

載
せ
て
、
う
っ
か
ー
の
近
く
に
み
ん

な
で
集
ま
り
、
子
供
の
成
長
を
祈
り

ま
し
た
。
ま
た
、
う
っ
か
ー
の
麓
に

あ
る
大
き
な
水
槽
と
セ
メ
ン
ト
の
台

を
使
っ
て
大
島
紬
の
泥
染
を
し
た
り
、

こ
ど
も
の
お
し
め
を
洗
う
場
所
と
し

て
、
み
ん
な
が
集
ま
り
、
憩
い
の
場

に
な
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の

裾
に
広
が
る
田
ん
ぼ
で
は
タ
イ
モ
や

イ
グ
サ
を
作
っ
て
い
て
、
そ
の
先
に

は
大
き
な
木
も
な
く
、
海
が
見
え
た

と
お
話
し
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

喜
界
島
の
サ
ン
ゴ
礁
の
水
が
作
っ

た
文
化
が
う
っ
か
ー
の
周
り
に
は
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

　

よ
り
詳
し
く
当
時
の
様
子
を
知
る

た
め
に
、
み
ん
な
で
ち
ょ
っ
と
昔
の

生
活
を
こ
こ
で
演
じ
て
み
て
も
良
い

か
も
し
れ
な
い
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
サ
ン
ゴ
研
／
名
古
屋
大
学
・
山
崎
）
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本橋雫
し ず く

玖さん　発行
練馬区立石

し ゃ く じ い

神井小学校 4 年
（畠山八十二さん孫）

学校で先生や友達に喜界島を紹介してくれています学校で先生や友達に喜界島を紹介してくれています

勉強も運動も　勉強も運動も　

ぬんきん （なんでも）　ちばりよ～ぬんきん （なんでも）　ちばりよ～

写真は全て提供
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アリモドキゾウムシ根絶のために
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北
村
　

健

榊
原
　

英
治

伊
藤
　

有
希

新
原
　

晃

早
川
　

弘
将

田
中
　

文
規

中
島
　

利
恵

鮫
島
　

徳
美

小
澤
　

智
則

大
塚
　

奈
美
江

脇
田
　

隆
四
郎

石
田
　

雪
乃

水
上
　

理
恵

吉
田
　

晃
子

佐
藤
　

浩
子

千
葉
県
市
川
市

神
奈
川
県
横
浜
市

秋
田
県
由
利
本
荘
市

東
京
都
世
田
谷
区

千
葉
県
八
千
代
市

愛
知
県
尾
張
旭
市

大
阪
府
門
真
市

京
都
府
京
都
市

愛
知
県
新
城
市

大
阪
府
門
真
市

大
阪
府
茨
木
市

東
京
都
中
野
区

石
川
県
金
沢
市

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
葛
飾
区

茅
壁
　

陽
志

粕
川
　

未
羽

大
久
保
　

陽
奈

秋
山
　

英
三

種
田
　

和
歌
子

大
石
　

正
俊

加
藤
　

浩
幸

金
鋪
　

秋
乃

市
川
　

正
明

野
中
　

美
紀

角
田
　

真
美

前
田
　

洋
子

林
　

正
孝

林
　

博
明

吉
岡
　

長
利

瀬
川
　

和
弘

森
畑
　

宏
一

牛
島
　

浩
幸

宮
崎
　

淳

金
　

弘
信

政
井
　

大
輝

岐
阜
県
岐
阜
市

東
京
都
渋
谷
区

広
島
県
広
島
市

茨
城
県
つ
く
ば
市

東
京
都
大
田
区

福
岡
県
福
岡
市

愛
知
県
豊
田
市

東
京
都
江
東
区

神
奈
川
県
藤
沢
市

千
葉
県
柏
市

大
阪
府
河
内
長
野
市

兵
庫
県
尼
崎
市

大
阪
府
豊
中
市

富
山
県
富
山
市

東
京
都
狛
江
市

千
葉
県
市
川
市

大
阪
府
大
阪
市

福
岡
県
福
岡
市

東
京
都
町
田
市

山
形
県
山
形
市

大
阪
府
枚
方
市

佐
々
木
　

義
明

細
見
　

将

福
原
　

卓
也

井
上
　

慎
一
郎

岡
山
　

英
喜

北
山
　

順
也

谷
口
　

亘

永
井
　

思
世

永
田
　

浩
行

須
々
田
　

敬
文

立
山
　

綾
子

中
村
　

健
人

長
田
　

進

宗
岡
　

克
政

大
津
　

倉
義

矢
野
　

洋
佑

新
井
　

幸
子

伊
津
　

尚
弥

立
花
　

広
一

桝
幸
　

大
樹

磯
部
　

貴
布

大
阪
府
大
阪
市

大
阪
府
大
阪
市

神
奈
川
県
川
崎
市

茨
城
県
守
谷
市

京
都
府
京
都
市

大
阪
府
交
野
市

和
歌
山
県
和
歌
山
市

兵
庫
県
尼
崎
市

福
岡
県
福
岡
市

青
森
県
弘
前
市

大
阪
府
大
阪
狭
山
市

兵
庫
県
淡
路
市

大
阪
府
和
泉
市

東
京
都
足
立
区

神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
都
町
田
市

埼
玉
県
富
士
見
市

北
海
道
札
幌
市

埼
玉
県
本
庄
市

神
奈
川
県
横
浜
市

北
海
道
弟
子
屈
町

ふるさと納税ふるさと納税
　　　　　　　　（敬称略）

R5.8.16 ～ 9.15 申込分

・寄付者合計　1,496 名

・広報掲載希望 95 名

当月合計：15,435,000 円

今年度累計：56,638,500 円

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

　
　

ご
ざ
い
ま
す

中
村
　

夏
輝

松
元
　

三
展

宮
川
　

美
和
子

栗
原
　

哲
彰

立
花
　

優
子

栗
林
　

正
人

中
杉
　

隆
夫

原
島
　

絵
衣
子

し
げ
の
　

け
い
じ

小
川
　

正
人

水
谷
　

一

濵
野
　

慶
介

片
山
　

和
衣

村
田
　

真
由
美

五
味
　

潤
一

濱
田
　

悠
利

平
見
　

恵
一

嶋
津
　

和
宏

海
老
原
　

進

大
谷
　

裕
貴

横
山
　

洋
三

東
京
都
国
立
市

宮
城
県
仙
台
市

大
阪
府
茨
木
市

長
野
県
諏
訪
市

東
京
都
国
分
寺
市

富
山
県
富
山
市

兵
庫
県
姫
路
市

埼
玉
県
川
口
市

京
都
府
京
都
市

福
島
県
福
島
市

福
岡
県
春
日
市

北
海
道
北
見
市

三
重
県
桑
名
市

東
京
都
江
東
区

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

東
京
都
国
分
寺
市

熊
本
県
熊
本
市

大
阪
府
大
阪
市

岐
阜
県
各
務
原
市

新
潟
県
新
潟
市

群
馬
県
高
崎
市

横
田
　

智

砂
元
　

健
悟

吉
田
　

江
美

砂
金
　

達

櫻
井
　

正

村
上
　

俊
彦

須
藤
　

美
佐

元
田
　

兼
一
郎

渡
邉
　

聡

酒
井
　

聡
樹

辻
　

宏
典

渡
邉
　

寛
康

林
　

寿
和

松
浦
　

由
希
子

安
井
　

翔

橋
本
　

香
里

髙
久
　

多
美
男

愛
知
県
名
古
屋
市

千
葉
県
松
戸
市

東
京
都
調
布
市

東
京
都
北
区

熊
本
県
熊
本
市

岡
山
県
岡
山
市

栃
木
県
宇
都
宮
市

東
京
都
町
田
市

新
潟
県
上
越
市

宮
城
県
仙
台
市

大
阪
府
豊
中
市

大
阪
府
堺
市

兵
庫
県
神
戸
市

神
奈
川
県
茅
箇
崎
市

神
奈
川
県
横
浜
市

兵
庫
県
西
宮
市

東
京
都
渋
谷
区
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※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
民
税
務
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

弘
岡　

稲
子

<

萌
葉
会>

榕
樹
の
根
方
に
足
組
み
く
つ
ろ
ぎ
し　

甥
の
愛
し
き
喜
び
が
島

四
年
ぶ
り
ほ
こ
て
ん
賑
わ
い
夏
祭
り　

子こ
ま
ご孫

と
夜
店
回
り
て
楽
し

コ
ロ
ナ
後
の
シ
バ
サ
シ
ー
は
賑
や
か
で　

御
先
祖
様
も
ご
満
悦
な
り

出
迎
え
の
親
戚
弾
け
た
赤
子
の
パ
ワ
ー　

こ
の
素
晴
ら
し
き
愛
し
き
も
の
よ

空
港
の
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
に
コ
ロ
ナ
禍
の　

緊
張
感
の
忘
失
を
知
る

帰
郷
せ
し
友
ら
と
会
う
の
も
久
し
ぶ
り　

笑
顔
を
交
わ
す
今
宵
の
宴

（令和５年 10 月１日現在）

（　）は前月比、▲はマイナス

喜界町の住民基本台帳人口 納付をお忘れなく！（10 月）

【税】町県民税第３期分 10/31まで

【使用料】10月分上下水道使用料・公
営住宅使用料・ 保育料 10/31まで

納入はお早めに ! 口 座 振 替 を さ れ て い る 方
は 、 残 高 の 確 認 を お 忘 れ な く ！

氏　

名　
　
　

（
年
齢
・
住
所
）

（
93
才
・
上
西
）

（
92
才
・
浦
原
）

（
87
才
・
阿
伝
）

（
92
才
・
荒
木
）

（
80
才
・
大
朝
戸
）

生
田
　

勝
孝

壽
　

隆
治

川
本
　

米
雄

村
田
　

綾
子

西
村
　

詔
二

氏　

名　
　

（
住
所
）

内
藤
　

涼
太
（
赤
連
）

中
嶋
　

祥
予
（
赤
連
）

社
協
だ
よ
り

  

氏　

名　
　
　

住
所

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

荒
木

相
良
　

重
隆

常
田
　

ヨ
シ

濵
上
　

松
子

榮
多
　

克
敏

前
田
　

和
子

竹
内
　

勝
己

盛
崎
　

岩
夫

作
井
　

才
子

（
93
才
・
赤
連
）

（
88
才
・
志
東
）

（
92
才
・
赤
連
）

（
101
才
・
志
東
）

（
91
才
・
蒲
生
）

（
81
才
・
湾
）

（
95
才
・
荒
木
）

川
本
　

宜
子

西
村
　

聖
美

小
田
　

洋

時
　

カ
ズ
エ

肥
後
　

肇

生
田
　

カ
メ

寿
　

隆
彦

村
田
　

忠
敏

中
　

照
美

永
井
　

昌
徳

濱
上
　

大
志

竹
内
　

文

榮
多
　

芳
朗

前
田
　

朝
司

作
井
　

猛

阿
伝

大
朝
戸

小
野
津

赤
連

中
熊

上
嘉
鉄

浦
原

荒
木

鹿
児
島
市

手
久
津
久

志
戸
桶（
神
奈
川
県
在
住
）

花
良
治

鹿
児
島
市

志
戸
桶

荒
木

■
寄
付
金
（
一
般
）

川
畑
　

繁
子

德
山
　

賢
治

赤
連

上
嘉
鉄（
兵
庫
県
在
住
）

世 帯 数   ・・・ 3,678 戸（１）

人 口   ・・・ 6,437 人（▲ 2）

男   ・・・ 3,169 人（▲1）

女   ・・・ 3,268 人（▲ 1）

（
敬
称
略
）

氏　

名　
　

（
保
護
者
・
住
所
）

父
・
清
隆

母
・
恵
理

川
嶺

伊
地
知
　

真ま
ひ
ろ央

父
・
大
貴

母
・
華
奈

中
里

槇
　

織お
り
や矢

父
・
一
英

母
・
早
紀

中
里

川
畑
　

嬉き

い依

父
・
鉄
也

母
・
千
恵

湾

穂
積
　

蒼あ

お

と

桜
斗
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高
校
体
育
大
会

高
校
体
育
大
会

緑
軍
（
３
年
）

緑
軍
（
３
年
）

お
か
わ
り

お
か
わ
り
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
.１０

Ｖ
ｏｌ．６

７
６

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
（令和５年 11 月１日～ 11 月 30 日）（令和５年 11 月１日～ 11 月 30 日）

すこ・・・旧すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

■　

編　

集　

後　

記　

■

　

各
学
校
の
ご
理
解
が
あ
っ
て
、
今
年
も
運
動
会
の
写
真

ば
っ
か
り
の
ペ
ー
ジ
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
と
話
し
し
た
り
、
カ
メ
ラ
向

け
た
ら
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
し
て
く
れ
た
り
、
お
弁
当
の
お
か

ず
を
頂
い
た
り
…
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

左
は
早
町
小
運
動
会
で
、
林
謙け

ん
し
ろ
う

志
郎
く
ん
（
4
さ
い
）

が
「
カ
メ
ラ
マ
～
ン
」
と
来
て
く
れ
た
の
で
、「
写
真
撮
っ

て
み
る
？
」
と
カ
メ
ラ
を
渡
し
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
そ
れ
を

撮
っ
た
方
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

カ
メ
ラ
も
写
真
も
あ
ん
ま
り
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

鮮
や
か
で
笑
顔
で
良
い
も
の
を
い
た
だ
き
ま
し
た
♪

●●については図書館（65-0962）へについては図書館（65-0962）へ
●●は保健福祉課（65-3685）へは保健福祉課（65-3685）へ
問い合わせて下さい問い合わせて下さい

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

●資料休館日 文化の日 ●おはなし会
　【14：00】

5 6 7 8 9 10 11

●休館日 ●内科診療
　（～８日まで）
　【診療 ８：30】

●厚生連検診
　（～13日まで）
　【休養村】

12 13 14 15 16 17 18

●内科診療
　（～15日まで）
　【診療 ８：30】
●おはなし会
　【11：00】

●休館日 ● 3 歳児健診
　【すこ13：15】

●おはなし会
　【14：00】

19 20 21 22 23 24 25
●母子相談
　【子育 11：00】
●休館日

勤労感謝の日

26 27 28 29 30
●内科診療
　（～29日まで）
　【診療 ８：30】
●おはなし会
　【11：00】

●休館日 ●２歳・２歳半
　歯科健診
　【すこ 13：15】
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